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すこやかすこやか
講演会のお知らせ

　私たち慶友会は、地域の皆さんの「健康創造」に貢献したいとの思いから、平成 10 年より様々なテーマ

で識者をお招きして医学講演会を開催してきました。第 1 回を「雪の美術館」で開催したのがつい昨日の

ことのようですが、この取り組みも通算 16 回を数えて、正に「継続は力」であることを実感するこの頃です。

　そして今年は、「飛躍する癌治療、その先へ」をテーマに、特定非営利活動法人日本肺癌学会理事長の光

冨徹哉先生と、兵庫県立がんセンター呼吸器内科部長の里内美弥子先生より、日進月歩で進化を遂げる肺が

ん治療の最前線の動向についてお話をいただきます。先進的でありながら分かりやすい、そんなお話をして

いただけるものと楽しみにしております。

　さて、私たちの暮らす北海道は、肺がんの死亡率が残念ながら

「全国ワースト 1 位」であるというのは良く知られているところで

す。これだけ豊かな自然の恵みを受けながら、私たちは日々の暮ら

しの中で健康への意識が薄くなりがちで、結果、自身や大切な人が

病に侵されて初めて、日々の健康管理の重要さを痛感させられるこ

ととなります。そんな悔悟を少しでも減らすべく、これからも地域

に向けた健康情報の発信に努めて参る所存です。当日はぜひ、大切

な人と一緒にご来場くださいましたら幸いです。

引き続き「発信する慶友会」にご期待ください。

第 16回医学講演会にむけて

[NEWS] 熱中症にご注意！！

『肺癌講演会特集！！』
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吉田病院公式 Facebook お知らせ

　吉田病院公式 Facebook にて、毎週病院に関する情報や裏側など更新しておりま

す。皆様からの” いいね！” をお待ちしております。

慶友会
NEW S
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・
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メ
デ
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。

こ
の
言
葉
を
知
ら
な
く
て
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っ
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っ
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な
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と
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か
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り
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ま
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ま
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そ
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方
法
だ
と
、い
ざ
ノ
ー

ト
を
開
い
た
と
き
に
、
家
族
は
あ
な

た
が
ど
ん
な
気
持
ち
で
、
ま
た
ど
ん

な
心
づ
も
り
で
そ
れ
を
書
い
た
か
が

わ
か
ら
ず
、
と
て
も
困
惑
し
ま
す
。

で
す
か
ら
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段
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、
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と
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話
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合
っ
て
」
決
め
て
い
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よ
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方

法
で
す
。
そ
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す
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と
、
家
族
は
あ

な
た
の
言
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意
見
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な
ニ
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ア
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取
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す
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、
ど
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よ
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あ
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だ
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す
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ま
た
、
あ
な
た
自
身
も
、
話
し
合
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を
す
る
こ
と
で
、
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の
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関

係
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
て
、
よ
り

安
心
し
て
、
そ
の
後
の
人
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を
送
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こ
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が
で
き
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で
し
ょ
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こ
の
話
し
合
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、
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気
の
種
類
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齢
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関
係
な
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必
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な
こ
と
で
す
。

思
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っ
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日
、
大
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と
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っ
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か
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中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
所
に
い
る
　

　
　
　
こ
と
で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か

な
く
な
り
、
体
に
熱
が
こ
も
っ
て
し
ま
う
状
態
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す
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症
状
は
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ま
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ら
み
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手
足

の
し
び
れ
、
頭
痛
、
吐
き
気
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嘔
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、
倦
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感
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ど
で
、
重
症
に
な
る
と
、
意
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消
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け
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れ
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こ
し
ま
す
。
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。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
外
来
看
護
師
　
前
川
）

  

熱
中
症
に
ご
注
意
！


